
問３－２
水道水の安全性に安心を感じるために必要なこと　
　問３－１で「３．やや不安である」、「４．不安である」または「５．どちらともいえない」とお答えの方に
お尋ねします。あなたが水道水を飲み水として安心して飲むためには、何が必要だと思いますか。３つまでお
選びください。

N=38

２．浄水処理に関する取組 7 18.4%
３．水質検査に関する取組 16 42.1%

４．水道管の適切な管理
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設問 回答数 回答比率

１．水道水が安全だと理解できる広報や体験 10 26.3%

７．水源（河川・湖沼、地下水など）の保全 10 26.3%
８．その他 3 7.9%

19 50.0%

５．受水槽の適切な管理 18 47.4%
６．災害発生時の対応 7 18.4%

38

１．水道水が安全だと理解できる広報や体験 3 30.0% 7 25.0% 10 26.3%

性別

回答数・比率

男性 女性 全体

10 28

２．浄水処理に関する取組 1 10.0% 6 21.4% 7 18.4%
３．水質検査に関する取組 5 50.0% 11 39.3% 16 42.1%
４．水道管の適切な管理 5 50.0% 14 50.0% 19 50.0%
５．受水槽の適切な管理 5 50.0% 13 46.4% 18 47.4%

7.9%８．その他 1 10.0% 2 7.1% 3

18.4%
７．水源（河川・湖沼、地下水など）の保全 3 30.0% 7 25.0% 10 26.3%
６．災害発生時の対応 1 10.0% 6 21.4% 7

「水道管の適切な管理」が50.0％と最も割合が高く、次いで「受水槽の適切な管理」が47.4％、「水質検
査に関する取組」が42.1％の順で割合が高い結果となりました。
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その他意見

10 6 2
年代

回答数・比率
20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上

0

１．水道水が安全だと理解できる広報や体験 0 0.0% 1 100.0% 2

1 5 14

16.7% 0 0.0%40.0% 4 28.6% 2 20.0% 1

２．浄水処理に関する取組 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 4 28.6%

2

1 50.0%

1 10.0% 2 33.3% 0 0.0%

42.9% 7 70.0% 2 33.3%

60.0% 8

6

66.7% 2 100.0%

４．水道管の適切な管理 0 0.0% 1 100.0% 2 40.0%

40.0% 5 35.7% 3 30.0% 4３．水質検査に関する取組 0 0.0% 0 0.0%

4 40.0% 2 33.3% 0 0.0%
0.0%

６．災害発生時の対応 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 7.1%

57.1% 5 50.0% 2 33.3% 0５．受水槽の適切な管理 0 0.0% 0 0.0% 3

８．その他 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

20.0% 2７．水源（河川・湖沼、地下水など）の保全 0 0.0% 0 0.0% 1
1 50.0%1 7.1% 1 10.0% 0 0.0%

50.0% 2 100.0%14.3% 2 20.0% 3

70歳以上 男性 水源の定義には千葉県全域の山中を含めて欲しい。水道水だけではなく河川の汚染は農業にも多大な影響を及ぼ
40歳代 女性 最近、塩素の味？が強く、そのままでは、飲めない。

年代 性別 意見

50歳代 女性 最終的に家庭に届く水の水質検査
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